
木質資源利活用プロジェクトチーム ビジョン

【１ 設立趣旨】 
あいちサーキュラーエコノミー推進プラン（2022年3月策定）

に基づき、未利用木材循環利用モデルの具体化に向け、

森林資源や木質廃棄物を有効利用する木材産業のビジネ

ス創出・拡大と持続可能な森林管理を目的として設立。
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【２ 木質資源を取り巻く状況】

【５ 目指す姿】

・「地球温暖化対策計画（2021年改訂）」では施策の１つに「木材及び木質バイオマス利用の推進」が記載され、木質資源による石油資源の代替が望まれる。

・日本の森林面積は約2,500万haで国土の67％（世界第２位）。また、愛知県の森林面積は約22万haで県土の42％、人工林割合は全国第3位の64％。

・林業の成長産業化と森林資源の適切な管理の両立を目的に「森林経営管理法」が 制定（2018年）、市町村の役割が拡大。

・森林環境税の徴収が、2024年からスタート。税の配分基準の見直しの検討に入り、人口割合を下げ、森林面積を上げる方向。

・「木材利用促進法」の改正（2021年）により、対象を建築物一般へ拡大。 林業や木材産業に関わる事業者に対して、木材の安定供給に努めることを設定。

【３ 課題】

①適正な森林管理による森づくり

②安定かつ持続的な地域の木質資源の確保

③石油資源を代替可能な新たな木質製品づくり

④木材の特性を活かした市場性のある高付加価値な製品づくり

⑤コスト低減につながる木質製品製造の効率化

【６ 取組】

【４ チーム方針】
全国一のものづくり県である愛知県では、製造品出荷額等が全国１位と、製品製造に伴う石油資源

の使用が多い一方で、森林等の木質資源のポテンシャルも高い。

本ＰＴでは、地域の木質資源を活用した製品づくりを通して、カーボンニュートラルへの貢献と、木

材の特性を活かした新たな価値の創出を目指す。

そのために、持続可能な森林づくりと連携し、川上・川中・川下等の産業が連携したコンソーシア

ムの実現により、木質資源の調達から加工・製品化、再利用を一貫して行う体制を構築する。

木質資源を調達から原料化、加工、製品化、燃料化、再利用まで余すことなく使い切るた

め、川上（林業）、川中（製材業、加工・製造業）、川下（建設業、販売業）等これらの産業を

取り巻くビジネスの活性化を図るための体制づくりと、地域と連携した持続可能な森林生産

のための森づくりとの共創を産業・学術・ＮＰＯ・金融機関・行政が一体となって構築する。

持続的な森林生産と活用による 『森林資源循環コンソーシアム』

［ コンソーシアムのイメージ ］

［ 体制図 ］
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取組①：持続可能な森林づくりとの連携

・コンソーシア構想の具体化に向けたスキームづくり

・市町村やＮＰＯ等の地域が進める森林整備と連携

・市町村、ＮＰＯ等の連携先の確保、情報共有

取組②：安定的な森林資源の確保

・資源として活用できる収集しやすい場所の把握

・森林資源の確保と効率的な回収

 ex. 放置竹林・・・里山、河川敷等

 剪定枝葉・・・道路、都市公園

          伐採木・・・企業林、森林公園

          使用済み木製品・・・企業等

取組③：高付加価値な製品企画・開発・販路開拓

・焼却されている製品端材の活用（飼料化・燃料化）

・木材成分であるリグニン、セルロースを活用した製品開発、

  実用化に向けた実証実験

・木材の品質レベルに適した製品企画

・顧客ニーズに応じたプラスチック代替製品の企画開発

・製品化に向けた物性等の分析

・使用済み木製品のリユース、リサイクル化

取組④：魅力的な製品化、継続的な利用

・低コスト化につながる生産技術

・木製品の販路拡大につながる魅力ある木製品づくり

ex.ホテル等で利用するアメニティ（竹歯ブラシ等）

学習用として活用できる木製教材 etc

・地域の雇用につながる生産体制

・生産効率を高める新たな技術を活用した設備の導入

 ex.製品梱包まで可能とする自動化技術

 AI、ＩｏＴを活用した生産技術 etc

・物性が安定した燃料原料の製造

・環境配慮製品の見える化

取組⑤：エネルギー利用

・バイオマス発電における国産材の利用

・ＣＯ２削減につながるＲＰＦ代替としての活用検討

取組⑥：経営戦略・事業戦略の明確化

・サーキュラーエコノミーの観点を踏まえた経営戦略・事業戦

  略の策定

・単なる木材産業から木材リソーシング事業への拡大を図る

    事業計画の策定

・策定した戦略や計画に関する社内周知、社外発信

【７ 進め方】

市町村や地域の森づくりを行う主体と連携しながら

コンソーシアム構想の検討・策定を進め、、地域の

木質資源のポテンシャル調査や製品化の事業試

行を繰り返しながら、５年を目処に事業化を目指す。

（2024年3月18日策定）
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